
　約 3,000 年の長い歴史を持つ「海女」。海女はなぜ、これほど長く漁を続けることができたのでしょうか。今の時代、
私たちが新しい生き方を探求するとき、自然の中で共同体を大切にし、持続可能な生活を送る海女たちから影響を受け
た作品は、私たちに新しい気づきを与えてくれるかもしれません。
　アーティストが石鏡町の海女との交流や東京都千代田区神保町で展示されている

「海女の浮世絵」という伝統文化や芸術からインスピレーションを受けて制作した作
品の展覧会です。
　アーティストは事前に海女との交流やワカメの収穫作業の体験などを通じて、地域
の資源や魅力に触れ、その経験や感じた思いを作品で表現しています。
　ぜひアートを通して、海女文化のすばらしさを感じていただきたいと思います。

　現代のアーティストが、鳥羽の海女（石鏡町）との交流や東京都千代田区神保町で展示されている「海女
の浮世絵」という伝統文化・芸術からインスピレーションを受けて制作した作品の展覧会を開催します。

鳥羽うみアートプロジェクト
展覧会

開催場所 展示期間

鳥羽市展示会場 ①石鏡町の宿泊施設内 開催中　～３月31日（水）   
②石鏡漁港周辺・市立海の博物館 １月 23 日（土）～３月 31日（水）

神保町展示会場 ③東京都千代田区神保町 ３月16 日（火）～３月 31日（水）

注意事項
・	� 作品見学の際は、マスクの着用やソーシャルディスタンス

の保持など、感染症対策への協力をよろしくお願いします。
・	� 新型コロナウイルス感染症拡大の状況により、内容を変

更する場合があります。
・	� 地元の漁師や海女が作業を行っている場合がありますの

で、観覧の際は配慮していただきますようお願いします。
・	� 漁港周辺については、展覧会専用駐車場がございますの

で、所定の位置に駐車をお願いします。

本展覧会に関する情報はフェイスブックと
インスタグラムで発信しています。

観光課　　　 25 １１５７

タイトル写真：石鏡漁港の漁師小屋に描かれた荻野夕奈さんの作品

インスタグラムフェイスブック

広報とば  令和３年 1 月 1 日号 4



・リンダ・デニス（女子美術大学准教授）（写真左）
アーティストたちの創造性は、私たちに新しい世界への「気づき」を与えてくれるものとされてき
ました。また、女性から女性へと受け継がれてきた海女の共同体や環境に優しい伝統は、私たち
に持続可能なライフスタイルへの類

たぐい
まれな洞察を与えてくれます。地球上でのより良い生き方を模

索する時代に、この展覧会がみなさまに喜びと示
し

唆
さ

を与えてくれることを願っています。

・石原 真伊（市立海の博物館事務局長）（写真右）
自然に逆らわず、身一つで漁をする海女たちの存在は、鳥羽で生活する私たちにとってはとても
身近ですが、外の人にとって大きな感動を与える存在です。
アーティストたちは、石鏡町の海女や海女の描かれた浮世絵と出会い、影響を受け、それぞれの
表現方法で素晴らしい作品を制作しました。ぜひお楽しみください。

②石鏡町の屋外展示
石鏡漁港周辺での展示

とき 　１月 23 日（土）～３月 31日 ( 水 )
ところ 　石鏡漁港周辺
内容 　�石鏡漁港周辺を中心に屋外空間に設置さ

れたインスタレーション作品（場所や空間
を作品として体験させる芸術）の展示

展示作品数 　�６点

市立海の博物館展示
とき 　１月 23 日（土）～３月 31日 ( 水 )

ところ 　市立海の博物館ギャラリー
内容 　�海女の浮世絵にインスパイアされた平面

的な作品の展示
展示作品数 　�18 点

①石鏡町の宿泊施設内での展示
とき 	 開催中～３月 31日 ( 水 )

ところ 	 ・石鏡第一ホテル神
か

倶
ぐ

良
ら

　・芭
はな

新
しん

萃
すい

		  ・いじか荘　 ・新八屋　 ・秀丸 花ごころ
内容 	� 石鏡の海女にインスパイアされた平面的

な作品の展示
展示作品数 　�18 点

③神保町展示会場
とき

３月16 日（火）～ 31日（水）
ところ 　
東京都千代田区神保町
・ギャラリーそうめい堂
・大屋書房・山田書店美術部
・五拾画廊・原書房

内容 　海女の浮世絵とそ
れに関する紙の作品の展示

展示概要

アーティスト紹介

ゾイ・ポーター
（オーストラリア・シドニー出身）

アーティスト
美術講師

荻野 夕奈（東京都出身）
アーティスト

稲垣 美侑（神奈川県出身）
アーティスト

北村 芽子（東京都出身）
女子美術大学在学中

大野 愛子（東京都出身・鳥羽市在住）
海女・フォトグラファー

リンダ・デニス
（オーストラリア・ブリスベン出身）

アーティスト
女子美術大学准教授

ⓒ Joseph RUCKLI

企画者コメント
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